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１．背景および目的 

コンクリートのブリーディング水は鉄筋や粗骨材界面だけでなく，コンクリートと型枠の界面に浸出することが

知られている．低温時などの影響によりブリーディング量が過大になった場合，コンクリートと型枠の界面に多く

のブリーディング水が生じてコンクリートの表層品質を損なう場合がある．これに対し，高性能 AE 減水剤を使用

して単位水量を減じることや石灰石微粉末などを使用してコンクリートの粘性を確保すること，ブリーディング抑

制型の混和剤を使用することなどの対応策が開発されている．本報では鉄道高架橋を対象に，ブリーディング量の

増大による表層品質の低下を防止することを目的として，ブリーディング抑制型 AE 減水剤を用いて柱部材を構築

し，目視評価や透気係数など非破壊試験による評価結果を示す． 

 

２．評価概要 

 写真－１に評価対象とした柱部材を示す．本構造物は鉄道高架橋

であり，柱の形状は，断面が 1.0×1.0m，高さが約 6m である．使用

したコンクリートは，表－１に示す 2 種類であり，一般的な AE 減

水剤を使用したコンクリート（以下，標準と称す）と界面活性剤系

特殊増粘剤を含有するブリーディング抑制型 AE 減水剤を使用した

コンクリート（以下，LB(Low Bleeding)と称す）の 2 種類とした．コ

ンクリートの製造はレディーミクストコンクリート工場で行い，ア

ジテータ車による 40 分程度の運搬を経て，ポンプ車を用いて打込ん

だ．標準は 2015 年 4 月に，LB は 2016 年 1 月に施

工しぞれぞれ材齢 7 日において型枠を取り外した． 

表－２に評価項目を示す．まず，施工に先立っ

て室内試験練りを実施し，コンクリートのブリー

ディング量を試験した．その後，施工を完了し

2016 年 3 月に表層品質，透気係数，表面含水率を

試験した．表層品質は目視調査に基づいた表層品

質評価手法1) (以下，目視評価と称す)で評価し，透

気係数は Torrent 法に基づく表層透気試験で評価

した．また，表面含水率が高い場合，透気係数が

過度に小さく評価される場合があるため，透気係

数と併せて表面含水率を測定した．目視評価は，

20 箇所（標準：12 柱，LB:8 柱）の柱を対象とし

て，コンクリート診断士，コンクリート主任技士

資格を有する 1 名の技術者が各項目について 4.0 点満点を 0.5 点刻みで点数化し，その結果を平均した．Torrent 法

は 5 箇所（標準：3 柱，LB:2 柱）の柱を対象として測定した． 
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写真－1 評価対象とした柱部材 

表－1 コンクリート配合 

W/C
(％)

スラ

ンプ

(cm)

Air
 (％)

s/a 
(％)

単位量(kg/m3) 

W C S G 
混和剤 

標準 LB

47.0 12.0 4.5 43.2 172 366 753 1024 
3.66 ―

― 5.49

 

表－2 評価項目 

評価項目 手法 
評価数 

標準 LB 

ブリーディング量 JIS A 1123 n=2 n=2 

表層品質 
目視調査に基づく 
表層品質評価 

12 柱 8 柱 

透気係数 Torrent 法 n=3×3 柱 n=3×2 柱 

表面含水率 静電容量方式 n=3×3 柱 n=3×2 柱 
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３．評価結果 

3.1 ブリーディング量の試験結果 

 図－１にブリーディング量の試験結果を示す．図よ

り，標準で 0.08cm3/cm2，LB で 0.04cm3/cm2のブリーデ

ィング量であることから，ブリーディング抑制型 AE

減水剤の使用によりコンクリートのブリーディングが

半分程度にまで抑制されたことが分かった． 

3.2 目視評価の結果 

図－２に目視評価の結果を示す．標準を含む全体の

評価結果は，平均値で 3.0 点以上と高く，良好な品質

が得られている結果となった．混和剤種類を比較する

と，「打重ね線(満点)」および「ノロ漏れ」以外の項目

において標準より LB の点数の方が 0.4～0.5 点高く，

ブリーディングを抑制することによって各種項目が改

善され，表層品質が向上していることを確認した．「色

つや」および「表面気泡」の点数が向上した理由とし

ては，型枠界面のブリーディング量が減少し，それに

伴う色むらや表面気泡が抑制されたためと考えられる．

LB により「ノロ漏れ」の点数が上昇しなかった理由に

ついては，ノロ漏れは型枠継ぎ目から発生するもので

あり，コンクリートの性状よりも型枠の精度による影

響の方が大きいためであると考えられる． 

3.3 透気係数の試験結果 

 図－３に透気係数の試験結果を示す．標準における

3 つの柱の透気係数の評価ランクは，全て「一般」と

なった．これに対し，LB における 2 つの柱の評価ラン

クは「良」，「優」となった．これより，ブリーディン

グ量の抑制によって，コンクリート表層部の透気係数

が小さくなり，物質透過抵抗性が向上して緻密な表層

部が形成されたものと考えられる． 

 

４．まとめ 

ブリーディング抑制型 AE 減水剤を用いたコンクリ

ートにより，鉄道高架橋の柱を構築した．春期に施工

した標準部と冬期に施工した LB 部を比較した結果，

LB の使用により目視評価による表層品質は点数が改

善し，トレント法に基づく透気係数が抑制されたこと

から，コンクリートの表層品質を確保して耐久性の向上が図られたことを確認した． 
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図－1 ブリ―ディング試験結果(20℃) 
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図－2 目視評価試験結果 
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図－3 透気係数の試験結果 
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